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「
歯
固
め
」

は
、
乳
児
の
歯

が
生
え
始
め
た

不
快
感
を
緩
和

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
一
般
的
だ
が
、
歯
や
顎

の
成
長
を
促
す
だ
け
で
は
な

く
、
脳
も
刺
激
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
シ
リ
コ
ン
製
な

ど
の
素
材
で
、
か
わ
い
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
歯
固
め
が
販

売
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、そ

の
昔
は
、
歯
固
め
に
は
「
ス

ル
メ
」
だ
と
、
今
の
親
か
ら

し
た
ら
信
じ
ら
れ
な
い
方
法

が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。

　

儀
式
と
し
て
の「
歯
固
め
」

は
、
平
安
時
代
に
起
源
が
あ

る
。
当
時
、
元
日
と
６
月
１

日
に
鏡
餅
、
大
根
、
押
し

鮎
、
勝
栗
な
ど
硬
い
の
も
食

べ
て
健
康
長
寿
を
祈
る
風
習

が
あ
り
、「
歯
」
は
「
齢
」

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
齢
を

固
め
て
長
寿
を
願
っ
た
。
現

代
に
お
い
て
は
、
子
の
健
康

と
長
寿
を
願
い
「
お
食
い
初

め
」
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
日
本

チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
協
会
は
、

６
月
１
日
を
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
の
日
と
定
め
て
い
る
。

　

相
次
ぐ
政
府
の
不
祥
事
に

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ば
か
り
は
ス
ル
メ

を
噛
ん
で
も
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。 

（
Ｙ
）

医院でご活用ください。
（詳細は３面）

政府発表の
社会保障費190兆円どうみる

危
機
煽
る
虚
飾
の
推
計

危
機
煽
る
虚
飾
の
推
計

江
原
政
策
部
長
解
説

―
―
政
府
が
初
め
て
40
年
度

ま
で
の
社
会
保
障
費
の
見
通

し
を
示
し
た
。

　

18
年
度
か
ら
約
70
兆
円
も

　

２
０
４
０
年
度
の
社
会
保
障
費
は
１
９
０
兆

円
―
―
。
政
府
が
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
提
出

し
た
推
計
が
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
試
算
を
受

け
、
諮
問
会
議
で
は
社
会
保
障
費
削
減
を
求
め

る
発
言
が
相
次
い
で
い
る
。
１
９
０
兆
円
と
い

う
数
字
を
ど
う
み
る
か
。
江
原
豊
政
策
部
長
に

聞
い
た
。

増
加
し
、
１
９
０
兆
円
に
膨

れ
上
が
る
と
の
推
計
だ
。
こ

の
数
字
を
鵜
呑
み
に
し
て

「
消
費
増
税
や
む
な
し
」
と

考
え
る
な
ら
、
安
倍
政
権
の

思
う
ツ
ボ
だ
。

　

私
た
ち
は
患
者
を
治
療
す

る
時
、
問
診
や
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
の
読
影
な
ど
を
通
じ
て

痛
み
の
原
因
を
探
る
。
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、
政
府
が
発

表
し
た
数
字
も
じ
っ
く
り
と

見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

―
―
「
１
９
０
兆
円
」
と
い

う
数
字
を
ど
う
〝
診
断
〞
す

る
か
。

　

試
算
の
根
拠
に
な
っ
た
数

字
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、

ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
国
内

総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）だ
。
政
府

は
40
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
７
９

０
兆
円
と
推
計
し
て
い
る
。

今
よ
り
２
０
０
兆
円
以
上
も

経
済
成
長
す
る
と
い
う
。

　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
20
年
以

上
５
０
０
兆
円
台
で
推
移
し

て
お
り
、
直
近
の
18
年
１
〜

３
月
期
の
成
長
率
は
年
率
換

算
で
マ
イ
ナ
ス
１
・
５
％
。

そ
れ
が
一
転
、
急
成
長
を
遂

げ
、
22
年
後
に
は
４
割
も
増

え
る
と
の
内
容
だ
。

　

Ｃ
１
の
う
蝕
な
の
に
、
Ｃ

４
と
患
者
に
説
明
す
る
よ
う

な
も
の
で
あ
り
、
大
風
呂
敷

を
広
げ
て
い
る
。

―
―
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
社
会
保
障
費

と
ど
う
関
係
す
る
の
か
。

　

経
済
成
長
に
伴
っ
て
物
価

も
賃
金
も
上
昇
す
る
。
コ
ス

ト
の
増
大
を
反
映
し
、
診
療

・
介
護
報
酬
や
年
金
、生
活
保

護
な
ど
は
軒
並
み
増
え
る
。

　

物
価
の
政
府
推
計
は
、
40

年
度
ま
で
毎
年
上
昇
し
続
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
は
デ
フ
レ
状
態
で
、
過
去

20
年
間（
１
９
９
６
〜
15
年
）

の
平
均
伸
び
率
は
０
・
１
％
。

そ
れ
が
18
年
度
比
で
３
割
も

上
昇
す
る
と
し
て
い
る
。

　

賃
金
の
推
計
は
も
っ
と
悪

質
だ
。
過
去
20
年
間
（
同
）

の
平
均
伸
び
率
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
６
％
な
の
に
、
40
年
度

に
は
18
年
度
比
で
６
割
増
え

る
。
平
均
月
給
が
現
在
の
31

万
円
か
ら
20
年
後
に
は
50
万

円
に
な
る
計
算
だ
。

　

「
１
９
０
兆
円
」
は
、
あ

り
得
な
い
前
提
で
積
み
上
げ

ら
れ
た
虚
飾
の
数
字
だ
と
い

う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

―
―
１
９
０
兆
円
の
カ
ラ
ク

リ
は
分
か
っ
た
が
、
税
収
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

大
幅
に
経
済
成
長
す
る
な

ら
税
収
も
公
的
保
険
料
収
入

も
飛
躍
的
に
増
え
る
。
し
か

し
、
収
入
増
に
つ
い
て
は
試

算
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
政

府
の
狙
い
が
あ
る
。
社
会
保

障
費
を
過
大
に
見
積
も
っ
て

財
政
危
機
を
煽
り
、
一
方
的

に
国
民
負
担
増
へ
誘
導
す
る

た
め
だ
け
の
推
計
だ
。

　

諮
問
会
議
は
６
月
15
日
に

経
済
財
政
運
営
の
指
針
「
骨

太
の
方
針
」
を
ま
と
め
た
。

こ
ん
な
試
算
を
基
に
消
費
増

税
や
社
会
保
障
費
削
減
を
迫

る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。

各
種
の
通
知
に
よ
り
対
策
を

促
さ
れ
た
が
、
小
規
模
な
施

設
が
多
く
を
占
め
る
歯
科
に

と
っ
て
は
、
な
か
な
か
完
璧

な
対
策
が
と
り
に
く
い
の
が

実
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
１　

感
染
症
誌
82
：
２
１

３
〜
２
１
９　

２
０
０
８

※
２　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
：
米
国
疾
病

管
理
予
防
セ
ン
タ
ー

　

院
内
感
染
防
止
な
ど
医
療

安
全
管
理
が
２
０
０
７
年
４

月
施
行
の
改
正
医
療
法
に
よ

り
、
歯
科
も
含
め
す
べ
て
の

医
療
機
関
に
義
務
化
さ
れ

た
。
こ
れ
以
降
、
院
内
感
染

対
策
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
日

本
歯
科
医
学
会
２
０
０
７

年
）、
院
内
感
染
対
策
Ｑ
＆

Ａ
（
日
本
歯
科
医
師
会
２
０

１
０
年
）
や
厚
労
省
か
ら
の

ご
と
に
常
に
加
熱
滅
菌
し
て

使
用
す
る
」
こ
と
が
勧
告
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
デ
ン
タ

ル
ミ
ラ
ー
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
な

ど
の
基
本
器
具
だ
け
で
な

く
、
フ
ァ
イ
ル
や
リ
ー
マ
ー

な
ど
、
す
べ
て
の
使
用
器
材

に
対
し
て
適
切
に
対
策
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
０
３
」（
※

２
）
で
は
、
歯

科
用
ハ
ン
ド
ピ

ー
ス
に
つ
い
て

「
ひ
と
り
の
患

者
が
終
了
す
る

現
代
の
院
内
感
染
防
止
対
策

で
は
医
療
従
事
者
自
ら
を
守

る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
患

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

患
者
ご
と
の
滅
菌

　

「
歯
科
医
療
に
お
け
る
感

染
管
理
の
た
め
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
ガ

と
も
あ
る
患
者
は
12
・
０

％
、
申
告
し
な
い
患
者
は
28

・
２
％
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

感
染
症
の
申
告
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
（
分
け
隔
て
な

く
）、
歯
科
医
療
機
関
で
は

適
切
な
感
染
防
御
の
実
施
が

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

全
患
者
の
安
全

　

口
腔
を
治
療
対
象
と
す
る

歯
科
で
は
、
血
液
や
唾
液
、

分
泌
物
な
ど
を
介
す
る
感
染

　

歯
科
の
臨
床
現
場
に
求
め

ら
れ
る
「
院
内
感
染
防
止
対

策
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
Ｈ
Ｃ
Ｖ
あ
る
い
は
Ｈ
Ｂ

Ｖ
感
染
者
に
お
け
る
歯
科
治

療
時
の
自
己
申
告
調
査
」

（
※
１
）
に
よ
る
と
、
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
患
者
の
う
ち
、
歯

科
受
診
の
際
に
感
染
者
で
あ

る
こ
と
を
い
つ
も
申
告
す
る

患
者
は
59
・
８
％
、
申
告
す

る
こ
と
も
あ
る
が
し
な
い
こ

の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
想

定
し
て
予
防
策
を
講
じ
る
こ

と
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ

ー
シ
ョ
ン
・
標
準
予
防
策
）

が
求
め
ら
れ
る
。
歯
の
切

削
、
歯
石
除
去
な
ど
に
よ
る

飛
沫
汚
染
、
血
液
や
唾
液
か

ら
交
叉
感
染
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
に
つ
い
て
も
十
分
認

識
し
、
感
染
予
防
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
だ
。

こ
う
し
た
標
準
予
防
策
が
普

及
す
る
よ
り
以
前
に
は
、
歯

科
医
師
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
罹

患
率
の
高
さ
が
問
題
に
な
っ

た
時
代
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号

（
８
月
15
日
付
）
へ
の
会
員

投
稿
（
原
稿
）
を
募
集
し
て

い
る
。

　

原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内

で
、
テ
ー
マ
は
「
私
の
健
康

法
」。
顔
写
真
を
同
封
ま
た

は
、
添
付
し
て
応
募
す
る
。

応
募
は
、
郵
便
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
協
会
事
務
局

　18日に大阪北部を震源とした地震が発生
し、各地で被害をもたらしました。被害にあ
われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
被害にあわれた会員の先生は、協会（TEL06-
6568-7731）までご連絡ください。
　また、保団連では、日常的な防災管理と災
害時の対応、大規模災害時の医療提供につい
てまとめた災害対策マニュアル「知って安心
『患者・住民の災害対策』」を発行していま
す。協会ホームページもしくは、下記ＵＲＬ
からアクセスし、ダウンロードしてお使いく
ださい。
https ://hodanren.doc-net .or . jp/news/
teigen/170727_saigaitaisaku.html

ま
で
。
７
月
20
日
（
金
）
必

着
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進

呈
。

【
送
付
先
】

〒
５
５
６
‐
０
０
２
１
大
阪

市
浪
速
区
幸
町
１
‐
２
‐
33

／
フ
ァ
ク
ス
06
‐
６
５
６
８

‐
０
５
６
４
／
メ
ー
ルjun_

tsu@doc-net.or.jp

（
担
当
：

堤
）

テーマは「私の健康法」

2018年夏季特集号

感染防止マニュアル
今号同封

現実離れした政府のGDP試算

投稿を募集
大阪北部地震

被害にあわれた先生は被害にあわれた先生は
ご一報くださいご一報ください

求
め
ら
れ
る
標
準
予
防
策

院内感染防止
を考える　　

医療の現場から医療の現場から

福岡県歯科保険医協会
副会長　浦川　修

②

CDCガイドライン

2040年度

790.6兆円790.6兆円

564兆円564兆円
20年以上500兆円台

※SNA（国民経済計算マニュアル）に基づいたデータ　※2018年度はIMFによる推計
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　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


